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台風８号沖縄に特別警報

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

台風８号は、８日には風速
㍍以上の猛烈な勢力で沖縄

に接近する恐れがある。気象庁は
「７月としては過去最強クラス」
とし７日午後、沖縄本島地方に波
浪の特別警報を発表。宮古島地方
にも暴風と波浪の発表をした。

安保法案 統一選後で調整 ２
また脱法ハーブ？車暴走 ３
シェワルナゼ元外相死去 ４
前橋空襲のミュージカル
ＬＩＮＥ 乗っ取り被害

☆
カ
タ
ツ
ム
リ
の
動
き
に
合
わ
せ
、
そ

の
周
り
の
時
間
も
、
ゆ

く
り
と
流
れ

て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

時
間
感
覚
の
不
思
議
さ
で
す
。
（
鈴
）

か
た
つ
む
り
時
間
が
ゆ

く
り
す
す
ん
で
る

（
太
田
藪
塚
本
町
小
５
年

新
井

ひ
か
る

孫文が中華革命党結成
大正３ 年

売春白書 発表
昭和 年

７月８日中国で清朝を倒し辛亥革命を指導
した孫文が、東京で中華革命党を結

成した。孫文は、革命で誕生した中

袁世凱が独裁色を強めたため反発、
日本に亡命していた。 年に中国国
民党に改組、再出発した。

売春防止法の成立を控え、労働省
が「売春白書」をまとめ、全国で約

万人の売春婦がいると推計した。
家庭の主婦などが生活難から始める
事例が多いとされた。防止法は 年
に衆参両院で全会一致により成立、
年から施行された。

善
は
悪
に
追
い
立

て
ら
れ
天
に
昇

た
。
ゼ
ウ
ス
は
善
に

言
う
。
人
間
の
所
へ

は
一
人
一
人
で
行
く

よ
う
に
と
。
こ
の
た

め
〈
悪
は
人
間
の
近
く
に
い
て

絶
え
ず
襲

て
来
る
が
、
善
は

天
か
ら
ゆ

く
り
と
降
り
て
来

る
の
だ
〉
イ
ソ

プ
寓ぐ

う

話わ

集
』

の
善
と
悪
で
あ
る
▼
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺
の
被
害

が
後
を
絶
た
な
い
。
手
口
を
次

々
変
え
る
悪
知
恵
が
い
ま
い
ま

し
い
。
現
金
受
け
渡
し
は
「
振

り
込
み
か
ら
手
渡
し
へ
移

り
、
宅
配
便
や
郵
便
の
レ
タ

パ

ク
を
使
う
現
金
送
付
も

増
え
て
い
る
▼
日
本
郵
便
は
レ

タ

パ

ク
の
悪
用
防
止
へ
対

策
を
強
化
す
る
。
犯
罪
に
利
用

さ
れ
て
い
る
疑
い
が
強
い
封
筒

を
エ

ク
ス
線
検
査
し
て
現
金

が
封
入
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
、

不
正
利
用
と
判
断
し
た
際
は
通

報
す
る
▼
対
策
が
発
表
さ
れ
た

翌
日
、
太
田
市
の
女
性
が
６
５

０
万
円
の
被
害
を
届
け
出
た
。

レ
タ

パ

ク
で
現
金
を
都
内

に
送

た
と
い
う
。
悪
は
〈
絶

え
ず
襲

て
来
る
〉
を
実
感
す

る
。
早
急
に
実
効
が
上
が
る
よ

う
望
み
た
い
▼
未
成
年
者
へ
の

悪
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
中
学

生
や
高
校
生
ら
少
年
が
、
遊
ぶ

金
欲
し
さ
に
受
け
取
り
役
な
ど

で
加
担
す
る
ケ

ス
が
あ
る
か

ら
だ
。
老
若
に
害
を
及
ぼ
す
の

が
こ
の
犯
罪
で
あ
る
▼
イ
ソ

プ
の
「
三
頭
の
牛
と
ラ
イ
オ

ン
か
ら
教
訓
を
〈
安
全
に
生

き
て
行
き
た
い
の
な
ら
、
敵
を

信
じ
て
は
な
ら
ぬ
、
常
に
味
方

を
大
事
に
す
る
こ
と
だ
〉
。
言

い
換
え
よ
う
。
お
金
を
求
め
る

電
話
は
す
ぐ
に
信
じ
ず
、
ま
ず

家
族
ら
に
相
談
す
る
こ
と
だ
。
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推奨経路への進入禁止を示す
看板。警備員が車を誘導して
いる
ろ、下仁田町南野牧

英
語
教
育
小
が
来
春
開
校

全
国
２
例
目

株
式
会
社
立

玉
村
町
の
特
区
認
定

地
滑
り

復
旧
め
ど
立
た
ず

２
０
１
８
年
度
を
め
ど
に
主
食
用
の
コ
メ
の
生
産
調
整
（
減
反
）
が
廃
止
と
な
る
こ
と
を

受
け
、
県
な
ど
は
７
日
ま
で
に
、
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大
を
目
指
す
農
家
や
農
業
生
産
法

人
な
ど
担
い
手
の

募
‖

‖
を
９
月
に
県
内
全
域
で
一
斉
に
開
始
す
る
方
針
を
固
め

た
。
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
今
月
、
玉
村
町
上
陽
地
区
で

募
を
開
始
。
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
も
視
野
に
、
海
外
や
国
内
主
産
地
に
対
抗
す
る
た
め
不
可
欠
な
農
地
集
積

に
向
け
、
前
例
の
な
い
規
模
で
の
集
積
作
業
を
加
速
さ
せ
る
。

世
界
文
化
遺
産
、
荒

風

（
下
仁
田
町
南
野
牧
）
へ
通
じ

る
県
道
下
仁
田
浅
科
線
で
地
滑

り
が
発
生
し
、
県
と
町
が
推
奨

す
る
マ
イ
カ

来
場
者
向
け
の

経
路
が
通
行
止
め
に
な

て
い

る
こ
と
が
７
日

か

た
。
復

旧
の
め
ど
は
立

て
い
な
い
。

国
道
２
５
４
号
の
旧
道
か
ら

う

回か
い

で
き
る
も
の
の
道
が
険
し

く
、
県
と
町
は
風

来
場
者
に

町
営
シ

ト
ル
ワ
ゴ
ン
や
観

光
タ
ク
シ

の
利
用
を
促
し

て
い
る
。
夏
休
み
を
控
え
、

観
光
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

道
路
を
管
理
す
る
県
は
、
６

月

日
に
地
滑
り
の
発
生
を
確

認
し
た
。
徐
々
に
拡
大
し
て
１

日
に
地
盤
が
動
い
た
距
離
が
基

準
値
を
超
え
た
こ
と
か
ら
今
月

５
日
午
後
２
時
半
に
通
行
止
め

に
し
た
。現
在
、幅
１
３
０

、

長
さ
１
８
０

規
模
で
地
滑
り

し
、
路
面
が
ひ
び
割
れ
た
り
段

差
が
で
き
た
り
し
て
い
る
。

一
帯
は
地
滑
り
が
起
こ
り
や

す
い
地
質
・
地
形
で
、
雨
が
続

い
た
こ
と
な
ど
が
主
要
因
と
み

ら
れ
る
。
復
旧
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
し
な

い
と

か
ら
な
い
と
い
う
。

通
行
止
め
で
県
と
町
は
国
道

２
５
４
号
の
旧
道
を

回
経
路

に
設
定
し
た
。
推
奨
経
路
の
進

入
禁
止
地
点
に
は
警
備
員
を
配

置
。
７
日
も
通
行
止
め
を
知
ら

ず
に

台
ほ
ど
が
訪
れ
た
た
め

旧
道
へ
誘
導
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
山
あ
い
を
通
る
旧
道

は
道
幅
が
狭
く
車
同
士
の
す
れ

違
い
が
難
し
い
部

が
あ
り
、

観
光
バ
ス
な
ど
の
大
型
車
両
は

通
れ
な
い
。
県
は
除
草
や
枝
落

と
し
を
急
ピ

チ
で
進
め
る
の

に
加
え
、
マ
イ
カ

観
光
客
に

配
慮
し
て
ガ

ド
レ

ル
や
カ

ブ
ミ
ラ

と
い

た
安
全
設

備
と
案
内
看
板
を
増
設
す
る
。

ま
た
、
町
は
マ
イ
カ

利
用

を
控
え
、
上
信
電
鉄
下
仁
田
駅

か
ら
運
行
し
て
い
る
予
約
制
の

観
光
タ
ク
シ

や
、
周
辺
の

共
施
設
駐
車
場
か
ら
土
日
祝
日

に
１
日
８
便
運
行
し
て
い
る
シ

ト
ル
ワ
ゴ
ン
と
い

た

共

交
通
の
利
用
を
推
奨
。
ワ
ゴ
ン

は
今
週
末
か
ら
運
行
台
数
を
増

や
し
て
風

へ
の
交
通
手
段
を

確
保
す
る
。

町
は
「
風

の
冷
気
を
体
感

す
る
絶
好
の
季
節
な
だ
け
に
残

念
。
安
全
確
保
を
最
優
先
に
し

つ
つ
、
来
て
く
れ
る
人
を
で
き

る
限
り
も
て
な
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。
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年
度
の
県
内
耕
作
地
７
万

４
５
０
０

の
う
ち
、
中
核
的

な
担
い
手
に
集
積
し
て
い
る
割

合
（
集
積
率
）
は

％
。
県
は

年
度
の

年
間
に
集
積

率
を

％
に
高
め
て
生
産
の
効

率
化
を
促
し
、
東
北
や
北
陸
と

い

た
コ
メ
の
産
地
に
対
抗
し

た
い
考
え
だ
。

本
県
で
は
農
地
中
間
管
理
機

構
の
指
定
を
受
け
た
県
農
業

社
が
農
地
集
積
事
業
の
中
心
と

な
る
。
高
齢
な
ど
を
理
由
に
田

畑
を
貸
し
た
い
農
家
か
ら
農
地

を
集
め
、
区
画
を
広
げ
る
な
ど

条
件
を
整
え
た
上
で
、
借
り
た

い
農
家
や
法
人
に
提
供
す
る
。

初
年
度
は
、
ま
ず
借
り
手
を

募
し
て
地
域
ご
と
の
需
要
を
調

べ
、
貸
し
た
い
農
地
を
随
時
募

る
こ
と
に
し
た
。

先
行
し
て
今
月
２
日
に

募

を
始
め
た
玉
村
町
上
陽
地
区
で

は
３
０
０

の
農
地
の
う
ち
、

当
面
は
１
０
０

前
後
の
集
積

を
目
指
す
。
県

社
と
町
農
業

社
が

日
ま
で
応
募
を
受
け

付
け
、
８
月
中
に
も
借
り
手
を

選
ぶ
。
県

社
が
ま
と
め
る
農

用
地
利
用
配

計
画
に
基
づ

き
、
早
け
れ
ば

月
末
に
も
農

地
を
引
き
渡
す
。

選
定
基
準
は
、
①
借
り
手
が

地
域
内
や
近

で
あ
る
か
②
長

期
に
わ
た

て
農
業
を
続
け
る

意
思
③
目
的
が
規
模
拡
大
な
ど

制
度
の
趣
旨
に
合
致
す
る
か
｜

な
ど
だ
。

上
陽
地
区
は
米
麦
の
二
毛
作

が
盛
ん
で
、

前
後
と
比
較

的
大
き
い
区
画
の
水
田
が
そ
ろ

い
好
条
件
と
さ
れ
る
。
県
や
県

社
は
借
り
手
側
の
需
要
が
見

込
め
る
同
地
区
を
モ
デ
ル
に
、

貸
し
手
と
借
り
手
と
の
マ

チ

ン
グ
や
交
渉
の
進
め
方
を
検
証

し
、
９
月
に
実
施
予
定
の
県
内

全
域
で
の

募
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

役
立
て
た
い
考
え
だ
。

県
農
業

社
は
「
将
来
的
に

は
区
画
を
広
げ
た
り
、
担
い

手
が
持
つ
農
地
の
『
飛
び
地
』

解
消
を
目
指
す
。
前
提
と
な

る
集
積
を
加
速
す
る
た
め
、

募
に
よ
り
借
り
手
側
の
需
要

を
掘
り
起
こ
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

国
道

号
２
区
間

管
理
を
県
に
移
管国交

省

国
土
交
通
省
は
７
日
ま
で

に
、
県
内
の
直
轄
国
道
の
う
ち

号
の
２
区
間
の
管
理
権
限
を

県
に
移
す
こ
と
を
決
め
た
。
渋

川
市
東
町
｜
同
市
上
白
井
の
６

（
鯉
沢
バ
イ
パ
ス
の
現
道
）

は
２
０
１
４
年
度
末
ま
で
に
、

前
橋
市
田
口
町
｜
渋
川
市
半
田

の
４

（
前
橋
渋
川
バ
イ
パ
ス

の
現
道
）は

年
度
末
ま
で
に
、

そ
れ
ぞ
れ
県
の
管
理
道
路
に
変

更
す
る
。

政
府
が
昨
年

月
に
閣
議
決

定
し
た
地
方

権
の
改
革
方
針

に

た
措
置
。
本
県
の
２
区

間
を
含
め
、
全
国
で
は
１
１
２

区
間
、
約
５
４
０

の
権
限
を

地
方
自
治
体
に
移
す
。

対
象
の
ほ
と
ん
ど
は
、

線

に
バ
イ
パ
ス
な
ど
が
新
設
さ
れ

た
が
、
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い

た
道
路
を
自
治
体
に
移
す
協
議

が
進
ん
で
い
な
か

た
区
間
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

玉
村
町
は
７
日
、
内
閣
府
か

ら
国
際
教
育
特
区
の
認
定
を
受

け
た
と
発
表
し
た
。
町
は
同
町

飯
塚
の
「
群
馬
フ

リ

チ

学
園
」
が
計
画
す
る
株
式
会
社

立
の
小
学
校
設
置
を
認
可
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
来
年
４
月
に

ほ
と
ん
ど
の
授
業
を
英
語
で
行

う
私
立
小
学
校
が
開
校
す
る
。

株
式
会
社
立
の
小
学
校
は
全
国

２
例
目
。
町
は
「
他
市
町
村
か

ら
児
童
が
集
ま
り
、
活
性
化
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ

る
。町

と
同
学
園
に
よ
る
と
、
来

年
３
月
に
町
が
小
学
校
の
設

置
を
認
可
し
、
フ

リ

チ

国
際
小
学
校
（
仮
）
と
し

て
４
月
に
開
校
す
る
。
１
学

年

人
規
模
で
の
開
校
を
目
指

し
、
将
来
的
に
学
校
法
人
に
移

行
す
る
考
え
。
国
語
以
外
の
授

業
を
原
則
英
語
で
行
う
の
が
特

色
だ
。

認
定
は
６
月

日
付
。
学
園

の
提
案
に
基
づ
き
、
５
月
に
町

が
内
閣
府
に
申
請
し
た
。

２
０
０
９
年
に
同
学
園
が
開

設
し
た
私
塾
の
フ

リ

チ

イ
ン
タ

ナ
シ

ナ
ル
ス
ク

ル
小
学
部
は
英
語
を
重
視
し
た

教
育
を
し
て
い
る
。
同
町
や
前

橋
、
高
崎
、
伊
勢
崎
市
な
ど
か

ら
１

６
年
の
計

人
が
通
う

が
、
平
日
朝
か
ら
午
後
ま
で
授

業
が
あ
る
た
め
、
籍
を
置
く

立
小
で
は
長
期
欠
席
扱
い
と
な

り
、
保
護
者
は
就
学
義
務
違
反

の
状
態
に
あ

た
。

現
在
の
ス
ク

ル
を
小
学
校

と
し
て
認
可
し
、
在
籍
す
る
児

童
は
正
式
に
転
校
手
続
き
を
取

る
こ
と
に
な
る
。

７
日
に
町
役
場
で
開
い
た
会

見
で
、
貫
井
孝
道
町
長
は
「
子

ど
も
の
国
際
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
し
、
同
学
園
の
田
村
正

幸
社
長

は
「
日
本
の
教
育

を
し

か
り
身
に
付
け
た
国
際

人
を
育
て
た
い
」
と
話
し
た
。

特
区
認
定
を
め
ぐ
り
町
は
、

２
年
前
に
１
度
申
請
し
た
も
の

の
、
内
閣
府
か
ら
同
学
園
の
資

産
要
件
に
関
し
て
指
摘
を
受

け
、
昨
年
取
り
下
げ
て
い
た
。

担
い
手
の

募

国
内
農
業
の
最
大
の
懸
案

で
あ
る
農
地
の
集
積
を
促
す
た
め
、
農
地
中
間

管
理
機
構
（
本
県
で
は
県
農
業

社
）
が
農
地
の
賃
貸
借
を

仲
介
す
る
新
た
な
仕
組
み
。
借
り
手
を

募
す
る
こ
と
で

平
性
を
高
め
、
意
欲
あ
る
農
家
に
農
地
を
集
め
や
す
く
す
る

と
と
も
に
、
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
優
良
農
地
が
荒
廃
す
る

事
態
を
防
ぐ
。

９
月
に
県

玉
村
で
は
先
行

募

石
段
街
幻
想
的
に
伊
香
保

旅
行
の
「
旅
」
と
、
旅
館
の

女
将

お
か
み

に
欠
か
せ
な
い
「
足
袋
」

を
掛
け
た
「
た
び
の
日
い
か
ほ

感
謝
デ

」
が
７
日
、
渋
川
市

の
伊
香
保
温
泉
街
で
開
か
れ
、

か
が
り
火
行
列
の
炎
で
石
段
が

幻
想
的
な
ム

ド
に
包
ま
れ
た

‖
写
真
。

行
列
は
若
い
男
性
で
つ
く
る

「
若
連
」
が
ち

う
ち
ん
や
た

い
ま
つ
を
掲
げ
て
先
導
し
、
女

将
や
浴
衣
姿
の
観
光
客
ら
が
伊

香
保
神
社
を
目
指
し
て
、
石
段

を
練
り
歩
い
た
。
神
社
で
は
か

が
り
火
で
履
き
古
し
た
足
袋
を

た
き
上
げ
、
供
養
し
た
。

伊
香
保
温
泉
を
訪
れ
る
観
光

客
に
感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

今
回
で

回
目
を
迎
え
た
。
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